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甲殻綱の等脚目は、海水、陸水、陸上のすべての環境に適応したさまざまな種を含み、自由生活性、寄生性、

さらには後天的な性決定や性転換を行なう種もあるなど、甲殻類の中でも生活様式の最も多様な群である。この

ような生活様式の多様化はさまざまな面での特殊化を引き起こしたと推測される。寄生性の種の多くに知られる

外部形態の性的三形はそのような特殊化の l例であるが、生殖系の構造と生殖細胞形成様式などの内部形態の多

様性についてはこれまでほとんど知見がない。

等脚自の中でもヤドリムシ亜日はすべて寄生性種からなり、寄生生活に適応した形態の特殊化とともに性的三

形の著しい群である O これまでにわれわれは、ウミホタルぬrgulahilgendorfii (貝虫目)に外部寄生するヤドリム

シ亜目の一種であるウミホタルガクレωusocryptusovalisの生殖系の構造を性転換過程を通して観察してきた。そ
の結果、1)一般的な等脚類では卵巣は左右 l対あるのに対し、本種では左右の卵巣の一部が癒合してアルファ

ベットのH型をなす、 2)卵巣内に卵原細胞の含まれあ形成細胞巣がない、 3)すべての卵細胞が同調的に卵形
成を行なう、 4)一般的な等脚類では胸部付属肢に由来する覆卵葉に囲まれた育房で産卵後の卵を保育するが、

本種の胸部付属肢は性転換過程で退化し、雌になるまでに完全に消失するために育房を形成できず、体表から剥

離したクチクラと虫体の聞の空所で卵を保育するなど、自由生活性で雌雄異体の一般的な等脚類とは異なる特徴

があることを明らかにした(松津， 2000)。このような特徴と生活様式の因果関係を理解するためには、ウミホタ

ルガクレに近縁でありながら生活様式の異なる他の等脚類との比較が有効であると考えられる。

ヤドリムシ亜日は、ウミホタルガクレが属し、雌雄同体性で雄性先塾型性転換を行なうクリプトニスクス類

(カクレヤドリムシ類)Cryptoniscinaと、後天的に性決定を行なう雌雄異体性種の知られるボピルス類(エピヤ

ドリムシ類)Bopyrinaの2群に分けられる。本研究ではスナモグリ Calli，仰assaρentalu仰(十脚目)に外部寄生す

るエピヤドリムシ類の l種を材料として、生殖系の構造と卵形成様式を観察し、ウミホタルガクレとの比較を行

なった。材料としたエピヤドリムシの I種は本邦初記録種であり、種の同定にはいたらなかったので、文中では

仮に「スナモグリヤドリムシjと呼称する。スナモグリヤドリムシは、 1999年から 2002年にかけて、静岡県下

回市にて捕獲したスナモグリの鯉、室から採集した。雌雄ともに虫体全体をパラフイン連続切片として組織学的観

察を行なった。

スナモグリヤドリムシ成体雄の精巣は胸部第4節から第8節の背側の左右に位置する l対の袋状の器官で、各

精巣の後端部は第8胸節付属肢(第7歩脚)基部の生殖突起に閉口する輸精管につつ守いていた。精巣内部には、

前半部に多数の精原細胞と精子形成途中の精母細胞ならびに精細胞が、後半部には完成した精子の多数集まった

精子塊が観察された。
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スナモグリヤドリムシ成体雄で観察された雄性生殖系の位置や構造は、ウミホタルガクレだけでなく、他の一

般的な等脚類(椎野， 1964; Lane， 1977; Schram， 1986)、さらには等脚類に近縁な端脚類(椎野， 1964; Schram， 

1986)などともよく似ている。このことから、等脚類においては、雄性生殖系の位置や構造は生活様式の相違に

よる影響を受けにくいと考えられ、今回スナモグリヤドリムシで観察された雄性生殖系の位置や構造などの特徴

は、等脚類の雄性生殖系のグラウンドプランと重要な相違はないと推測される。外部形態に性的二型の見られる

他の寄生性等脚類においても、多くの種では顕著な変形は雌に限られており、雄には幼生期からの変形がほとん

ど見られない (Sars，1898)。雄性生殖系などの内部器官においてもこれと同じことがいえるのかもしれない。

スナモグリヤドリムシの成体雌の卵巣は胸部第2節から第8節の背側の左右に位置する 1対の袋状の器官で、

胸部第6節において卵巣腹側から第6胸節付属肢(第5歩脚)の基部付近に閉口する輸卵管がのびていた。輸卵

管の閉口する胸部腹側には覆卵葉によって固まれた育房が形成されており、育房の中には前回産卵されたと考え

られる発生中の卵が多数観察された。卵巣内には、卵巣腹側の全長にわたって多数の卵原細胞と若い卵母細胞を

含む形成細胞巣があり、卵巣腔中には成長中の卵母細胞が多数観察された。卵巣腔中の卵母細胞はすべて同じ成

長段階にあり、卵形成は同調的に進行することが明らかになった。

スナモグリヤドリムシ成体雌で観察された雌性生殖系の位置や構造は、他の一般的な等脚類 (Menzies，1954; 

椎野， 1964; Lane， 1977; Schram， 1986; Hryniewiec回目Szyfterand Tyczewska， 1992)だけでなく等脚類に近縁な端

脚類(椎野， 1964; Schram， 1986)などとも類似しており、これらの特徴は等脚類の雌性生殖系のグラウンドプ

ランと考えられる。したがって、ウミホタルガクレに見られる H型の卵巣は、カクレヤドリムシ類またはその一

部の群に生じた特殊化であると推測される。しかし、ウミホタルガクレの輸卵管の位置や構造はスナモグリヤド

リムシや他の等脚類と共通しており、雄性先塾型の性転換によって精巣が卵巣に直接変化するウミホタルガクレ

においても、輸卵管 生殖関口系は基本的に等脚類のグラウンドプランを踏襲していると考えられる。また、ス

ナモグリヤドリムシでも観察された覆卵葉によって囲まれた育房は、等脚類一般 (Menzies，1954)のみならず、

フクロエピ類全体に共通の特徴であり(宇佐野， 1964; Schram， 1986)、雌の胸部付属肢が完全に退化消失する例は

性的二形の見られる多くの寄生性等脚類の中でもカクレヤドリムシ類以外には知られていないことから、ウミホ

タルガクレに見られる剥離したクチクラによる疑似的な育房の形成は明らかにカクレヤドリムシ類またはその一

部の群に生じた特殊化と推測される。

ウミホタルガクレの卵巣に形成細胞巣(卵原細胞)が存在しない点については、 H型の卵巣と同様にカクレヤ

ドリムシ類またはその一部の群に生じた特殊化と考えることもできるが、他方、形成細胞巣の有無は一生の産卵

回数と深く関係しているとも考えられる。すなわち、複数回産卵する種では成体でも後の産卵に備えて形成細胞

巣が維持されるのに対して、ウミホタルガクレではすべての卵細胞を一度に産卵するために成体に形成細胞巣が

残らない(残す必要がない)と考えられる。この点については、産卵回数の異なるさまざまな種との比較を行な

い、さらに検討を加えたい。

スナモグリヤドリムシにおいて卵形成が同調的に進行する点は、自由生活性の一般的な等脚類とは異なり

(Menzies， 1954)、ウミホタルガクレと類似している(松浮， 2000)。両穫がともに寄生性であることから、この

特徴は生殖・繁殖が雄と遭遇する機会だけに限定されている寄生性の種に特有の卵形成様式と考えられ、寄生性

種のみで構成されるヤドリムシ亜日のグラウンドプランである可能性が高いと推測される。今後、ヤドリムシ亜

日に属する他の種との比較が望まれる o さらに、ヤドリムシ亜日以外の寄生性等脚類との比較により、同調的卵

形成が寄生種に収徴的に生じる可能性を議論することができると考えられ、今後のさらなる比較検討が望まれ

るO

本研究に用いたスナモグリヤドリムシは、ウミホタルガクレと同じヤドリムシ亜日に属しており、他の甲殻類

に外部寄生するなどの生活様式もウミホタルガクレと類似しているにもかかわらず、その生殖系はウミホタルフゲ

クレよりも一般的な自由生活性等脚類に高い類似性が認められた。結果として、ウミホタルガクレの特殊性が高

いことが間接的に示されたことになる。ウミホタルガクレがスナモグリヤドリムシと生活様式において明らかに

異なる点は、雌雄同体性であることと、産卵回数が一生涯でl固に限られることの2点である o H型の卵巣や形

成細胞巣の欠如、さらに剥離したクチクラによる育房などのウミホタルガクレに見られる特殊性が、雌雄同体性

や生涯産卵回数とどのような因果関係をもつのか、今後さらに追究する必要がある。
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